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「世界は贈与でできている――資本主義の「すきま」を埋める倫理学」 
 

近内悠太『世界は贈与でできている――資本主

義の「すきま」を埋める倫理学』は、贈与を単な

る「与えること」としてではなく、私たちがすで

に何かを「受け取ってしまっている」存在である

ことから考え直す一冊である。 

本書がまず明らかにするのは、私たちの社会が

あまりにも等価交換の論理に覆われているという

ことである。お金を払えばサービスが受けられ

る。働けば対価が支払われる。成果を出せば評価

される。そうした交換の仕組みは、社会を動かす

上で必要なものではある。しかし、人間の生活の

すべてを交換の論理だけで説明することはできな

い。 

たとえば、信頼関係や助け合いは、お金で買う

ことができない。誰かに「助けて」と言えるこ

と、誰かの困りごとに応答すること、理由をうま

く説明できないまま誰かを気にかけてしまうこ

と。これらは、契約やサービスの枠組みには収ま

りきらない。むしろ、そうした行為の中にこそ、

人が人と関係を結ぶ根源的な営みがある。 

本書で印象的なのは、贈与は「与えること」から始まるのではなく、「受け取ること」

から始まるという視点である。人は、自分が何も受け取っていないところから、突然誰か

に何かを与え始めるわけではない。すでに誰かから何かを受け取ってしまっている。その

事実に気づいたとき、私たちは誰かへ何かを返したくなる。あるいは、直接その相手に返

せなくても、別の誰かに手渡したくなる。 

この意味で、贈与は一回で完結しない。交換は、基本的には 1 ターンで終わる。代金を

支払い、商品やサービスを受け取れば、その関係はいったん閉じる。しかし贈与は閉じな

い。受け取ったものが、また別の誰かへの応答を生み出す。贈与は人と人とのあいだをめ

ぐり、対流していく。 

一方で、本書は「与えること」の危うさにも目を向ける。私が誰かに何かを与えてい

る、困っている人を助けてあげている、という意識が強くなったとき、その行為には計算

が入り込む。相手のためと言いながら、実は自分の満足や承認を得ているのではないか。

近内は、こうした「計算可能な贈与」を偽善として捉える。それは、等価交換を贈与だと

言い張る自己欺瞞だからである。 

この指摘は、支援の現場にも深く響く。支援とは、ともすれば「支援する側」が「支援

される側」に何かを与える行為として理解されやすい。しかし、その構図が固定化された

瞬間に、支援は贈与ではなく、管理や支配に近づいてしまうことがある。「あなたのため

にしている」「受け取るべきだ」と恩着せがましく差し出されるものは、相手の自由を奪

う。贈与は、贈与であることを強く名乗った瞬間に、呪いにもなりうる。 



だからこそ本書は、贈与を「過去形」で捉える。あれは贈与だったのだ、と後から気づ

く。すぐには意味が分からなかった他者の振る舞いが、時間を経て、自分を支えていたも

のとして立ち上がってくる。贈与は、合理的に説明できるものとして目の前に現れるとは

限らない。むしろ、不合理で、不可解で、当時は意味が分からなかったものの中にこそ、

贈与が潜んでいることがある。 

この点で、本書がヴィトゲンシュタインの言語ゲームや、クーンのアノマリーに触れて

いることも興味深い。他者を理解するとは、自分の知っている言語ゲームを相手に当ては

めることではない。相手がこれまでの人生の中で営んできた言語ゲームに、時間をかけて

参加していくことである。その中で、最初は意味不明に見えた振る舞いが、少しずつ意味

を持ちはじめる。 

これは、対人支援における「わからなさ」とも重なる。支援者はつい、相手の言葉や行

動を、既存の専門用語や評価項目に回収しようとする。しかし、そこからこぼれ落ちるも

のにこそ、その人の生活の歴史や、まだ受け取られていない贈与の痕跡があるのかもしれ

ない。アノマリー、つまり変則的なものや違和感の中には、情報が詰まっている。そこに

気づく力こそが、贈与を受け取る力でもある。 

また、本書の「天職」についての議論も重要である。天職とは、自分にできることと、

自分のやりたいことが一致することだけではない。そこには、「自分がやらなければなら

ない」と気づくこと、つまり呼びかけに応答するという契機がある。誰かの「助けて」と

いう声に出会い、たまたま自分にそれに応じる能力と機会があった。そのとき、責任が立

ち上がる。 

この考え方は、仕事の意味を、自己実現やキャリア形成だけに閉じ込めない。仕事のや

りがいや生きる意味は、最初から目的として獲得するものではない。受け取ってしまった

ものへの応答として何かを差し出した結果、偶然返ってくるものなのだ。 

本書の副題には「資本主義の『すきま』を埋める倫理学」とある。しかし、読み終えて

感じるのは、贈与は単に資本主義の外側にあるものではないということだ。私たちは資本

主義の中で生きている。交換の論理から完全に逃れることはできない。それでもなお、そ

の中に「すきま」をつくることはできる。制度や契約やサービスの中に、関係性が息をす

る余地を残すことはできる。 

贈与は、与える側の美しい行為ではない。むしろ、自分がすでに受け取ってしまってい

ることに気づくところから始まる。そして、その気づきは、人を誰かへの応答へと押し出

していく。本書は、助け合いを美談として語る本ではない。信頼や関係性が失われた社会

で、なぜ人は「助けて」と言えなくなるのか。なぜ支援や善意は、ときに相手を縛る呪い

になるのか。なぜ仕事は、単なる自己実現ではなく、誰かからの呼びかけへの応答として

立ち上がるのか。 

そうした問いを通して、本書は私たちに、交換だけでは生きられない人間の姿を思い出

させてくれる。世界は、商品やサービスだけでできているのではない。私たちは、気づか

ないうちに受け取り、気づかないうちに誰かへ手渡している。その無数の贈与の連なりの

中で、かろうじて生きている。だからこそ、贈与とは「与えること」ではなく、「受け取

り損ねていたものに気づくこと」なのだと思う。そして、その気づきからしか、本当の意

味での応答は始まらない。 

 

 

 

 


